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は じ め に

我が国の農林水産業は、長い歴史の中で自然の循環機能を利用し、動植物を育みなが

ら持続的に営まれてきた活動であることから、農村地域においては「農村生態系」と

も呼べる多様な生物の生息・生育が保たれてきていた。しかし、近年は、農村地域の

急激な都市化、農地の減少や耕作放棄の進行、住民の高齢化・混住化の進展などによ

り、農業や地域の保全活動を通じて生物多様性の保全を担ってきた農村コミュニティ

の機能が低下してきている。

このような状況を受けて、農業農村振興施策においては、平成１３年の土地改良法改

正による同事業の実施における「環境との調和への配慮」の原則化や、平成１９年度

からの農地・水・環境保全向上対策の実施による農村地域の施設や環境の保全向上の

ための地域ぐるみの取組みへの支援など、農村環境（生態系や景観）との共生に向け

た積極的なハード・ソフトの施策が講じられている。

我が国の農村地域の生態系が農業生産の活動を基調としているという特徴を踏まえ、

土地改良区など多様な主体（農村コミュニティ）の連携・協働が、農村地域の生物多

様性を支え・もたらしているとの“図式”を明らかにし、広く国内外に情報発信する

ことは、我が国農業が生物多様性と共存できるものであることをアピールする絶好の

機会と考えられる。

ＣＯＰ１０等での情報発信に向け

① 東海農政局管内の生物多様性と農村コミュニティの関係についての実態把握

と課題抽出

② 生物多様性保全のための農村コミュニティのあり方検討

「あり方」の国内外へ発信方法・内容の検討

・生物多様性保全への関心・意識の高揚促進

・効果的な地域活動の展開に寄与

本事業の目的


